
まえがき＝自動車部品をはじめとする機械部品の設計に
おいては，十分な品質を実現させるため，試作品に対す
る品質評価・設計改善が繰返し行われている。その中で
も，疲労強度評価に際しては，部品に発生する応力を測
定することが不可欠となっている。応力測定にあたって
は，従来はひずみゲージ法によって測定される場合が多
かった。しかし，同法では応力分布を点情報としてしか
測定できないため，高応力部を見逃す危険性があり，安
全性向上における課題のひとつであった。この課題を解
決するためには，応力分布を面情報として評価できる技
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　図 6に荷重周波数と応力測定値の関係を示す。なお，
ここでの応力測定値は，図 4および図 5中の四角領域内
（A領域内）の平均値である。また，同測定領域におけ
るひずみゲージ測定値をあわせて図中に示す。図より，
板厚10mmの試験片では荷重周波数が高い条件において
赤外線応力測定値とひずみゲージ測定値の差異は 10％
以下となり，高精度な応力評価が実現できることがわか
る。また，板厚 3mmの試験片においても荷重周波数が
高くなるにしたがって赤外線応力測定値はひずみゲージ

測定値に近づく傾向が見られ，さらに高い荷重周波数条
件ではより精度の高い測定が可能と考えられる。一方，
低い荷重周波数および薄い板厚条件では，赤外線応力測
定値が低下し，ひずみゲージ値（190MPa）との差異が
大きくなる傾向が見られる。

4．考察と今後の展望

　本測定では，高い荷重周波数条件にすることにより高鑱藕 悗Ǚ 懭瓜惥駁危悗槗吳瓯 龍 璅 40 ハ 度∵



果を図 8に示す。図より，�o


